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日本共産党荒川地区委員会は、北村あや子区議の略歴などを紹介しています。

あなたの声を
まっすぐ区政へ

北村あや子
きた むら こ

毎月第３金曜日
午後6時30分～8時

区政・生活相談は
いつでも・お気軽に
ご連絡ください

プロフィール

1972年東京都生まれ。
1995年法政大学社会学部卒業。旅行社で海外視察旅行
を中心に10年間勤務。環境、医療分野の仕事を経て
2019年から区議１期。現在、区議会文教・子育て支援委
員会委員、震災・災害対策調査特別委員会理事。

西尾久相談室 西尾久2‒4‒8ｰ1F
℡：03（3894）6668

荒川区役所
議員団控室

直通℡：03（3802）4627
E-mail : arajcp@tcn-catv.ne.jp

主な活動地域

西尾久１～８丁目、東尾久４丁目49～53番

定例
法律相談

　地域のみなさま、日頃よりご支援をありがとうございます。
　前回の区議選でみなさまのお力で区議会へ送り出して
いただきました。ご要望を区政にとどけるために、日々全力を
尽くしています。
　新型コロナウイルスによりくらしは一変しました。子どもの
成長が心配、外出が減り体の衰えが不安、仕事を失った、
事業継続が厳しくなった…沢山の声を聞いてきました。物価
も上がり続け、この４年間で格差が広がったと実感させられ
ています。
　だれもが自分らしく、安心して暮らせる荒川区にしていきま
しょう。１０年先もその先も、住んで良かったとより多くの方が
実感できるように、みなさんの手となり足となり頑張ります。
　引き続き、暖かいご支援とご協力をお願いいたします。

お気軽にご相談ください

JCPサポーター
公式サイト

公式
ツイッター

公式
インスタグラム

公式
Facebook

9条を守り平和外交すすめ
憲法を生かした政治に



初質問の要望が実現！ ジェンダーの視点を区政に

「平和」への思い受け継いで

地域のみなさんの声を聞く

　区議として初めての本会議質問では、医療
業界での経験を生かし、休日や準夜間に開局
する薬局への区の支援を求め、2022年度から
実現されました。がん患者への支援など、区民
の要望に応えようと決意しているのが北村さ
んです。
　現在、文教・子育て支援委員会委員として４
つの区立幼稚園、１つの子ども園を廃止しよ
うとする区の方針見直しを求めています。保
育園や学童クラブの質の向上を求めるなど、
保護者の気持ちを区政に届け、どの子も健や
かに育つ環境をつくるために力をつくします。

　「耳の聞こえは認知症にも影響する」厚労省の見解です。
北村あや子さんは区議会の初質問で高齢者補聴器購入費
助成について質問し、補助を実現させました。また高齢者の
「オーラルフレイル（口腔機能の低下）」をとりあげ、健診に
取り入れさせました。
　女子医大東医療センター移転後の新病院の在り方につ
いて、繰り返し区の姿勢を質してきました。介護保険料は引
き下げ、サービスの拡充を求めています。

　北村さんは人権、ジェ
ンダーの視点も大切にし
ます。地域のみなさん、
SNSでつながった方々と
の対話を通して、区民の
声をまっすぐ議会でとり
あげてきました。「生理の
貧困」を区議会で最初に取りあげ、区施設での生理用品配布
や区立中学校女子トイレへの生理用品設置などを実現させ
ました。荒川区の同性パートナーシップ制度も2022年からス
タートし、荒川区でもジェンダー平等が一歩ずつ進んでいま
す。さらに、防災に関してもジェンダーの視点を入れるように
提案しています。

　北村さんの祖母と母親は三ノ輪
で東京大空襲を被災。その話を折
にふれ聞いて育ち、「戦争は絶対ダ
メ」と思ってきました。
　大軍拡の岸田政権のやり方では
なく、憲法９条を生かした平和外
交こそ「平和」への道と訴えます。
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●コロナ、物価高騰からくらしと営業を守るため
　 区の独自支援をもとめます
●保健師など専門職員を増員し、保健所を強化します
●区立幼稚園・こども園の廃園計画は見直し、
　 保育の質のガイドラインを作成します
●小中学校の給食を無償化します
●介護保険料を引き下げ、高齢者福祉サービスを拡充します

●補聴器購入費助成の所得制限を緩和し助成額を引き上げます
●荒川区独自に奨学金の返済支援を実現します
●ジェンダー平等の推進、多様性のあるやさしいまちをつくります
●「痴漢」「盗撮」など性犯罪をなくすための取り組みをすすめます
●大規模再開発を見直し、犠牲者を出さない防災・福祉のまちづくりを
　 すすめます
●安全で温もりのある住宅のための家賃助成をめざします
●ＣＯ₂排出ゼロ宣言自治体にふさわしい目標と行動をすすめます

●がん患者に寄りそう「アピアランスケア」（ウィッグ・かつら助成など）を
　 荒川でも実現します

●児童手当の所得制限をなくします
●休日保育を実現させます

子育てから介護まで 希望のもてる区政へ
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角光男（荒川生活と健康を守る会会長、荒川区指定
登録文化財保持者）　小林清子（東京ほくと医療生
協西尾久支部長）　増山國吉（東京土建荒川支部
執行委員）　宮内いほ子（NPO法人「えん」理事長）
小森善一（元少年野球コーチ、西尾久1丁目在住）
鈴木裕子（元学童クラブ協議会役員）　塩沢俊之
（西尾久9条の会役員）　岡田正規（西尾久8丁目町
会役員）　横田亀雄（日本共産党北村地域連合後
援会会長）　森結芽（jcpサポーター、薬剤師、西尾
久2丁目在住）　安部キヨ子（元区議会議員）

北村あや子さんに期待します
（順不同・敬称略）


